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Masahiro Sakurai
Message from 

　今から30年以上も前の話です。私は朝5時の西戸山公園
にいました。国電（その当時の）高田馬場駅と新大久保駅の
中間にある西戸山公園には「手配師」がいたのです。
　「はい、仕事あるよ。仕事！ 現金日払い7千円。あと3人！」
　私はそのころ京浜東北線の上中里という下町に住んでい
て、そこから始発電車を乗り継ぎ、現金を求めて月に3、4回
は西戸山公園に通いました。私たちはそこで手配がつくと、そ
れぞれワンボックスカーに乗せられ現場に向かうのです。あ
る時は地下鉄の工事現場でツルハシをふり、またある時は浄
水場の泥上げをしました。夕方７時頃、クタクタになり、また
西戸山公園で７千円を受け取り、解放されるのです。その当
時の接客係などアルバイトの時給は500円ぐらい、同じ日払
いの引っ越しのバイトは4500円でした。やはり、私たち「土
方」はいい給料だったのです。私のわずかな経験であります。

　皆さんが柏崎の建設、建築業、土木作業に携わっていただ
き、また冬場の除雪に汗を流して頂いていることに心よりの
敬意を払い、感謝するものです。時代は目まぐるしく移り変
わっております。量よりも質の時代になってきていると思いま
す。デザインやセンスが求められています。「少し変わる勇
気」は私が使っているキャッチフレーズですが、あらゆる業
界、分野で求められていると確信しています。
　皆さんの仕事は柏崎を文字通り形作り、市民の安全な生
活を確保していただくためのものです。プライドを持ち、新た
な感覚を求めながら額に汗していただきたいと思うのです。
私も機会があれば半日ぐらいは（たぶん大丈夫だと）一緒に
汗したいと思います。仕事の確保、平準化、人材の不足等、皆
さんの思いをできる限り共有し、市政に臨みます。

ツルハシと剣スコの思い出から
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Message 01

櫻井 雅浩柏崎市長

メッセージ

平成29年度 柏崎市優良建設工事表彰式
（写真提供／柏崎日報社）
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Chuuei Ohdaira
Message from 

Kazuhiko Koda
Message from 

　私が子供の頃、いやもっともっと昔から、農業（農家）と建
設業（昔は土方と呼んでいた）は密接な関係がありました。農
家は、米という通常は１年に一度しか入らない現金を補う意
味で農作業の合間、農閑期に土方に従事しており、また建設
業は、貴重な労働力の提供先として農家を位置づけていまし
た。そういった必要不可欠な関係の中で、地域も成り立って
いたし、つながりも強かったように思います。農家であった我
が家でも同じように身近に建設業を感じていたことを思い出
します。
　さて、一時期「コンクリートから人へ」なる言葉が大きくク
ローズアップされ、あたかもコンクリートで象徴される公共事
業が、人にとって不要とも受け取れる風潮になりつつある時
期がありました。しかし、人が生活を営む地域を見回して目
にするもの、家、道路、川、鉄道、ビルなどほとんどのものが建
設業により造られたものです。また、近年災害の報道をたび
たび目にしますが、常にそこには重機が活躍しています。雪国
の生活に必要不可欠な除雪もあります。あまりにも生活に密
着した中で建設業が存在し、当たり前すぎて存在価値が見
失われているのではないでしょうか。
　建設業は、個々には民間企業であり当然適切な利益を求
めることは必要ですが、一方責務、期待される役割も大きい
と考えます。地域の課題をどう把握しどう解決し、そして将来
にわたってどう活性化させるか。これは行政が考えるべき本
来の役割ではありますが、地域を最も熟知している建設業に
も同じレベルで意識を持ってもらいたいと思います。今後迎
えるさらなる高齢化社会、そして凶暴化する異常気象に対応
した地域づくり、インフラ整備について、行政とともに青写真
を描いてもらいたいと思います。
　最後に、最近、残念ながらなかなか若者が建設業に入らな
いと聞いています。いろいろな理由があると思いますが、行政
としても十分認識し、協力して一歩一歩働き方改革を進めな
ければならないと考えています。よろしくお願いいたします。
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Message 02-03
地域の建設業に対する期待及び要望

大平 忠英新潟県柏崎地域振興局農業振興部

　新潟県建設業協会柏崎支部の会員の皆様には、日頃よ
り県発注事業にご尽力いただき、大変お世話になっており
ます。
　建設業を巡る環境は依然として厳しい中、現在大きなキー
ワードとして、「担い手確保」と「生産性向上」があげられてい
ます。
　「担い手確保」は、いわゆる「担い手三法」の一体改正にお
いて、建設業者及びその団体による担い手確保・育成並びに
行政による支援の責務が明確化されたことに端を発してい
ます。急速な人口減少社会、とりわけ柏崎のような急速な過
疎化と高齢化の進む地方都市圏においては、新規就労者を
確保するため、他業種以上に建設業の魅力を発信していく事
が重要と考えます。そのためには、地域整備部としても、貴支
部と連携し、あらゆる機会をとらえ、将来を担う子供たち、そ
してその親世代に対しイメージアップにつながる情報提供を
図っていきたいと考えています。協力をよろしくお願います。
　また、「生産性向上」については、“i-Construction”の推
進による建設現場の生産性２割向上がうたわれています。す
でに管内においてもＩＣＴ施工の実施が試行されているとこ
ろですが、その他コンクリート工の生産性向上、施工時期の
平準化など県発注工事でも様々な施策の運用を開始してき
ております。これらを大いに活用していただくことで、現場の
効率化を図ることが可能となります。
　なお、地域を熟知し地域に根付く建設業として、地域の
ニーズにアンテナを張っていただき、何か困っている・危険な
状況があるといった状況がありましたら、情報提供いただき
たいと思います。
　地域の安全・安心を、インフラのみならず経済的にも支え
る産業としての柏崎地域の建設業をリードし、未来ある地
域・職場づくりに貢献いただくよう期待致します。

地域の安全・安心を支える産業として

甲田 和彦新潟県柏崎地域振興局地域整備部 部長部長

メッセージ

5 6



Hideo Ohkawa
Message from 

Yoshihisa Hosaka
Message from 

Yasuo KitaharaMessage from 
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Message 04-06

大川 秀雄新潟工科大学 学長

産学連携して次世代の育成と地元定着を

地域の建設業の役割

北原 保雄新潟産業大学 学長

保坂 芳央学校長

　新潟県建設業協会柏崎支部ならびに柏崎建設業協同組合
が「協会・組合ＰＲ誌」を創刊されますことに、心よりお祝いを
申しあげます。また、日ごろ、本学の教育活動に格別のご理解
を賜り、厚く御礼申しあげます。
　言うまでもなく、地域の社会資本整備、災害からの復旧、住
宅建築などの社会的使命を果たすのは、地域の自然環境と地
域社会のニーズを熟知する地域の建設業界です。
　将来の都市計画や地域防災に有力な提案をし、形にできる
のもまた地域の建設業界です。この大切な地域の建設業界

　新潟工科大学に赴任して、いつの間にか7か月を経過しました。丘の上のキャンパ
スは緑に覆われ、正面には米山が大きく聳えています。稲刈りを終えた田圃がその
間を埋めています。とても素晴らしいところです。
　さて、土木工学を専門とする小生が、なぜか土木分野を持たない新潟工科大学
に赴任することになってしまいました。当大学の主要な柱である建築分野があるこ
とが救いです。ところで、生まれ育った長岡市、昭和55年から生活していた新潟市、
県内の1，2位の町ですので当然大きな建設会社さんがあります。ご当地柏崎市もし
かりです。日本全国いずれの町にも規模はともかく建設業者さんが存在します。が、
人口減少や地方の過疎化・疲弊化によって、それがそうでもない、あるいは危うい
状況にあることも否めません。本来、建設業は人が居るところ、すなわち人が生活す
るところでは欠くことができない必須の要素です。人類が、他の動物と異なる生活を
獲得するための根源的な部分を担うのが建設業でしたし、今でもその事情は何ら
変わりません。
　13年前の中越地震、10年前の中越沖地震を思い返せば誰もが分かることです
が、日頃の生活を取り戻すために地元の建設業の方々がどれだけ駆けずり回ったこ
とか。それが仕事と言えばそれまでなのですが、人が困っているとき、危機に陥った
ときに活躍してくれる人たちだと考えればどうでしょうか。3K、5K職場などと言われ
ることも多いのですが、何と崇高なことかと思うのです。
　建設業者には、超の付く会社から個人業的な小さな会社まで種 あ々って、工事の
規模や内容に応じてそれぞれが適宜分担しながら仕事を担っています。その中で、
地方の中小の業者さんは、その地域の特性を細部まで熟知し、またそこに暮らす人
たちをも知っていて、細かな配慮をしながら作業に当たれることが特徴です。いざ
というときに本当に頼れる存在だと言えるでしょう。とは言うものの、どこの業界も
人手不足、若者不足で頭を抱えています。中でも、建設業界ではそれが著しい状況
です。業務や施工のIT、IoT化や、施工方法の変革に力を入れてはいますが、人手不
足に追いつく状況にはありません。暮らしの安全保障を担う仕事だとの認識で、建
設業に身を委ねてくれる若者が一人でも多く出てくれることを祈るばかりです。

　本校は、工業科（機械科、電子機械科、電気科、工業化学科）4クラスの工業
高校で、地域企業や大学と連携したものづくりをとおして、キャリア教育と防
災・減災教育を推進し、地域に貢献できるエンジニア教育を目指しています。
柏崎地域は、中越地震、中越沖地震の2度の震災に襲われ、甚大な被害に遭
いました。本校の自転車小屋は崩壊、ロッカー等は転倒、各棟のつなぎ廊下は
ひび割れ、体育館、小体育館は避難所になりましたが、被災した建築物は建
設業のおかげで、元にもどり、快適な学校生活を送れています。
　建設業は、建築と土木に大きく分けることができます。建築は、私たちが生
活する上で、当たり前のように利用している建物を造る仕事です。マンション、
住宅、映画館、ショッピングモール、レストラン、学校、工場などの私たちが生活
したり、楽しんだり、食事をしたり、勉強をしたり、働いたりできる建物を造っ
ています。土木は、山、川、海などの自然を相手に、道路や橋、トンネル、ダムな
どの暮らしや経済活動を支える社会基盤（インフラ）を造る仕事です。橋やト
ンネルがあると便利で安全になります。ダムなどは、水の確保だけではなく、
防災・減災にも繋がります。これらは、水や空気と同じで、普段当たり前のよう
にあり、安心で快適な私たちの暮らしを支え、さらに地域環境の維持・管理や
地域発展につながり、自然災害への防災・減災や災害発生時の支援や復旧に
も貢献しています。
　それから、最近では、建設現場にドローンやAI、ロボットなどの技術も導入
されています。加えて、2020年には東京オリンピックが開催されますので、ま
すます建設需要が拡大しています。このような現状でありますので、高校生や
多くの皆様から、注目していただくとともに理解していただきたいと思います。
　最後に、建設業の仕事は、地図に載り、歴史に残るものになると言われま
す。この「柏崎をつくる」の冊子で、建設業の仕事をより理解していただき、多
くの方々から関心と興味を持ってもらうことに繋がることを期待いたします。

が、連続して発生する大きな自然災害復旧事業や東京オリン
ピック開催のための事業等による資材の高騰や、若者人口の減
少と大都市流出による次世代の人材不足に苦闘されています。
　この度、こうした地域建設業界の果たすべき役割や現状
の課題と解決に向けた努力を、同支部並びに同協同組合が、
地元業界ＰＲ誌として刊行されますことは、業界はもとより地
域社会の発展のためにも、意義深いことであると敬意を表す
る次第です。
　本学は、「地域社会や企業を主体的に力強く支える人材の

育成」を社会的使命として掲げ努力しているところですが、地
元建設業界とも連携して、この社会的使命を果たさなければ
ならないと考えます。本学においては毎年、４年生の約２割
が、地元柏崎市の企業・団体に就職し定着しています。今後
は、学内における地元建設業界説明会の開催や建設会社イ
ンターンシップ等、学生のキャリア教育を通じて、地元建設
業への学生理解を促進し、有為な人材を送り出せるよう、な
お一層取り組んでまいります。地元建設業界のますますのご
発展を心よりお祈り申しあげます。

建設業は地図に載り、歴史に残る仕事
新潟県立柏崎工業高等学校

メッセージ
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担当／中村

有限会社 杉野屋材木店

0257-23-7700

所在地
電話番号
FAX番号
メールアドレス
代表者名
社員数
創業（創立）年
資本金

〒945-1105　柏崎市長峰町12番24号
0257-23-7700
0257-32-0710
suginoya.z@future.ocn.ne.jp
代表取締役　中村　裕二
6名
大正14年3月1日
1,000万円

SUGINOYA ZAIMOKUTEN

確かな安心と信頼でお客様とは長いおつきあい。
在来工法に加え新しいものの良いところを取り入れ、
長年培った知識と経験を生かした家づくり。
リフォーム・増築も思い通り居心地の良い家を提供します。

会社情報

大工が手づくりした木彫り 木をふんだんに生かした家づくり

安心して暮らせる家づくり

経営理念

会社沿革

就職相談窓口

日光・陽明門

五箇山

日光・二荒神社 吹割の滝

さざえ堂

当社に興味をお持ちの方、どうぞ
お気軽にお問い合わせください。

1925 年 3 月 1 日

1958 年 3 月26日
1975 年 7 月 1 日

2003 年 1 月 1 日
2025 年

中村忍が製材・建築業を開業　
伐採から手がけ、住宅の完成まで自社で木材を吟味し、製材・加工・施工していました。
建築業登録　般-33-9015
有限会社に組織変更
中村一榮が代表取締役となり、建売住宅を手掛ける
中村裕二が代表取締役となる　高耐久性木造住宅の設計・施工・管理
創業100年に向けて全力で邁進します　

心豊かに快適にすごせる家づくりをめざしています。いいものを心と形に残せる職場です。

社内活動

年に1度の協力業社との視察研修旅行で様 な々建築物を勉強しています

立山・雷鳥沢戸隠民俗館松本城

地震などの災害にも強い、次代のその
先まで安心して生活できる家づくりを
心がけています。
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